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〔平成３０年１１月７日公表〕



28/9期 29/9期

売上⾼ 1,834 1,938 1,917 △21

売上総利益 216 232 228 △4
11.8% 12.0% 11.9%

営業利益 131 137 125 △12
7.1% 7.1% 6.5%

経常利益 119 134 125 △9
6.5% 6.9% 6.3%

当期純利益(※) 81 93 88 △5
4.4% 4.8% 4.6%

※親会社株主に帰属する当期純利益

30/9期

実績 実績 実績 前期⽐
増減
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平成３１年３月期 第２四半期決算概要

連結業績概要

■連結営業利益

■連結売上⾼
（単位︓億円）

○売上⾼、各利益項⽬とも前期を僅かに
下回るが、⾜許の業績は堅調に推移

(構成⽐)

28/9期 188 28 (13%)

29/9期 200 32 (14%)

30/9期 195 33 (14%)

海外国内
(構成⽐)

28/9期 1,582 252 (14%)

29/9期 1,654 284 (15%)

30/9期 1,635 282 (15%)

国内 海外
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◆売上⾼

平成３１年３月期 第２四半期決算概要

◆売上総利益
30/9期 売上総利益228億円

１．国内・海外別業績 【連結】

【国別売上⾼】

30/9期 売上⾼1,917億円

【国内総利益・利益率】 【海外総利益・利益率】

（単位︓億円）

30/9期
インド 67
フィリピン 47
ベトナム 44
タイ 37
その他地域 87
海外合計 282



28/9期 29/9期

実績 実績 実績
前期⽐
増減

国内官公庁 379 278 349 71 
国内⺠間 90 94 96 2 
海外 19 73 229 156 

⼟⽊⼯事 488 445 674 229 
国内官公庁 37 34 102 68 
国内⺠間 914 864 1,165 301 
海外 △12 30 24 △6

建築⼯事 939 928 1,291 363 
国内官公庁 416 312 451 139 
国内⺠間 1,004 958 1,261 303 
海外 7 103 253 150 

合計 1,427 1,373 1,965 592 

海外(現地法⼈含む) (121) (278) (436) (158)

30/9期
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２．建設受注高 《個別》

平成３１年３月期 第２四半期決算概要

（単位︓億円）

建設受注高

１，９６５億円

海外受注高（現地法人含む）

４３６億円

○受注⾼は⼟⽊／建築、国内／海外とも堅調
に推移。海外の⼤型⼯事獲得も寄与

29/9期末 30/3期末 30/9期末
⼟⽊ 2,198 2,379 2,537 
建築 2,585 2,853 3,177 

合計 4,783 5,232 5,714 

28/9期 29/9期

増減額 増減率
⼟⽊ 572 547 516 △31 △5.7%

建築 891 925 967 ＋42 +4.5%

合計 1,463 1,472 1,483 ＋11 +0.8%

30/9期

実績実績実績
前期⽐

３．完成工事高 《個別》
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（単位︓億円）

完成工事高

１，４８３億円

（前期比＋０．８％）

土木 ５１６億円

建築 ９６７億円

○⼯事の進捗により前期⽐＋０．８％増
（⼟⽊△５．７％、建築＋４．５％）

○受注⼯事の増加もあり、繰越⼯事⾼は
５千億円を⼤きく超える⽔準

■完成⼯事⾼

■繰越⼯事⾼



28/9期 29/9期

実績 実績 実績 前期⽐
増減

⼟⽊ 89 83 89 ＋6 
(率) 15.6% 15.1% 17.2% +2.1%

建築 95 97 93 △4
(率) 10.7% 10.5% 9.6% △0.9%

合計 184 180 182 ＋2 
(率) 12.6% 12.2% 12.3% +0.1%

30/9期

４．完成工事総利益 《個別》
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⼟⽊

■完成⼯事総利益（総利益率）

建築

（単位︓億円）

完成工事総利益

１８２億円
（前期比 ＋２億円）

土木 ８９億円

建築 ９３億円

完成工事総利益率

１２．３％

（前期比 ＋０．１％）

土木 １７．２％

建築 ９．６％

○⼟⽊、建築合計では前期を上回る総利益
採算管理の徹底により利益⽔準を維持

29/9期 30/3期 30/9期
実績 実績(通期) 実績

営業ＣＦ △54 283 △178
投資ＣＦ △24 △42 △29
財務ＣＦ △94 △126 65 
期末現⾦同等物 425 711 570 

29/9期末 30/3期末
実績 実績 実績 増減

資産合計 2,909 3,177 3,212 35 

負債合計 2,201 2,348 2,341 △7

（有利⼦負債） (271) (241) (352) (111)

純資産合計 708 829 871 42 

（⾃⼰資本） (643) (760) (803) (43)

⾃⼰資本⽐率 22.1% 23.9% 25.0% +1.1%

30/9期末

５．財政状態・キャッシュフロー
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■連結財政状態

平成３１年３月期 第２四半期決算概要

■連結キャッシュフロー

■連結⾃⼰資本

（単位︓億円）

連結自己資本比率

２５．０％
（前期末比 ＋１．１Ｐｔ）

○利益剰余⾦の積上げにより
⾃⼰資本⽐率は25.0％に向上



売上⾼

売上総利益

営業利益

経常利益

当期純利益(※)

※親会社株主に帰属する当期純利益

配当予想 18円 20円 +2円

30/3期

実績

31/3期

207 150 △57

511 480 △31

306 260 △46

業績予想

285 240 △45

増減

4,173 4,450 ＋277

６．通期業績予想
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■連結業績予想 （単位︓億円）

○通期業績計画に対し、概ね想定通りの進捗となっているため、
期⾸(平成30年5⽉14⽇)公表の業績予想から変更なし

■建設受注⾼（個別）

⼟⽊
建築

合計

31/3期30/3期

増減

1,258 1,100 △158

実績 受注予想

2,254 2,100 △154
3,512 3,200 △312

■完成⼯事総利益率（個別）

⼟⽊
建築

合計

31/3期

△0.9%

30/3期

増減

12.7% 11.1% △1.6%
11.0% 10.1%
15.6% 12.9% △2.7%

実績 業績予想

Ⅱ.持続可能な社会の実現に向けて



持続可能な社会の実現に向けて

✔１．レジリエントなインフラの構築

２．アジア、アフリカにおける質の⾼いインフラ整備

３．再⽣可能エネルギーの普及推進

４．⼥性活躍の推進

５．i-Constructionの推進

１．レジリエントなインフラの構築
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持続可能な社会の実現に向けて

新築・
新設

改修・
更新

点検・
モニタ
リング

災害時
の備え

「新築・新設」、 「改修・更新」、 「点検・モニタリング」、「災害時の備え」
といったあらゆるプロセスで、災害に強いインフラを建設・維持し、
⼈々が安⼼して⽣活を送れるための取り組みを⾏っています。
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持続可能な社会の実現に向けて

１．レジリエントなインフラの構築

防災・減災事業への取り組み新築・
新設

施⼯場所︓岩⼿県 釜⽯市
⼯事概要︓⽔⾨本体⼯･･･1基

防潮堤･･･L = 525.9m

東⽇本⼤震災で被災し、災害に強く圏域の防災
拠点機能を備えた庁舎として移転建替。

※平成30年2⽉開庁

■⼩⽩浜地区海岸災害復旧⼯事 ■新⽯巻合同庁舎（宮城県）

太平洋

水門 左岸

右岸
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持続可能な社会の実現に向けて

１．レジリエントなインフラの構築

⾼速道路⼤規模更新⼯事への取り組み改修・
更新

H30 作成中

10
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【IC間⼤規模⼯区の受注状況】
東名⾼速 ・裾野IC〜沼津IC（H29）

・⼤井松⽥IC〜御殿場IC（H30）
・富⼠IC〜清⽔IC（H30）
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持続可能な社会の実現に向けて

１．レジリエントなインフラの構築

⾼速道路⼤規模更新⼯事改修・
更新

床版取替⼯事 施⼯状況 床版と壁⾼欄のプレキャスト化で
道路規制期間の短縮を実現

鉄筋端部を円錐台状に
拡径加⼯した
Trunc-head⼯法
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持続可能な社会の実現に向けて

１．レジリエントなインフラの構築

インフラ更新事業への取り組み改修・
更新

■宇部市公共下⽔道⽟川ポンプ場⼯事

・DBO⽅式の発注
・⽟川ポンプ場及び合流幹線管渠の設計施⼯に加え、

ポンプ場稼働後、20年間の維持管理業務を⾏う。

【施⼯場所︓⼭⼝県宇部市】
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持続可能な社会の実現に向けて

１．レジリエントなインフラの構築

インフラ点検業務の効率化
点検・
モニタ
リング

【橋梁点検⽤ロボットカメラ】 【斜張橋ケーブル点検ロボット】

【FBG光ファイバーモニタリングシステム】
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持続可能な社会の実現に向けて

免震・制震技術

１．レジリエントなインフラの構築

災害時
の備え

減衰装置 － 減衰こま
ボールねじを利⽤して、建物の変形により
発⽣する装置軸⽅向の伸縮を回転運動に変
換・増幅し、回転部に充填した粘性流体の
抵抗でエネルギーを吸収

粘性制震壁
地震時に上下階の間で発⽣する
「位置のずれ」を壁形状の受け
箱に挿⼊した鋼板に導き、箱内
に充填した⾼粘性流体との間で
発⽣する粘性抵抗でエネルギー
を吸収

免震⽀承 － 転がり⽀承
ボールベアリングを⽤いた直動
機構を⼗字に組み合わせること
により、⽔平⽅向に⾃在に動く
⽀持装置

CLB Cross Linear Bearing

RDT Rotary Damping Tube
VDW Viscous Damping Wall
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持続可能な社会の実現に向けて

災害発⽣時の電源供給

１．レジリエントなインフラの構築

災害時の電源確保⽤の屋上太陽光パネル

電気⾃動⾞電源でエレベーターを
43階まで100往復可能（実⽤化検討中）

災害時
の備え

災害時にＥＶから動⼒⽤電⼒を供給
「陸・海 電⼒コネクティングシステム」

持続可能な社会の実現に向けて

１．レジリエントなインフラの構築

✔２．アジア、アフリカにおける質の⾼いインフラ整備

３．再⽣可能エネルギーの普及推進

４．⼥性活躍の推進

５．i-Constructionの推進



16

持続可能な社会の実現に向けて

２．アジア、アフリカにおける質の⾼いインフラ整備

第1回JAPANコンストラクション国際賞受賞
「つばさ橋／ネアックルン橋（カンボジア）」

東アフリカの交通要所の交差点⽴体化
「 ムフガレ・フライオーバー（タンザニア）」

平成30年9⽉開通式

⽇本の質の⾼いインフラ整備の象徴
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持続可能な社会の実現に向けて

「ダッカ都市交通整備事業建設⼯事
（バングラデシュ）」

２．アジア、アフリカにおける質の⾼いインフラ整備

途上国の社会課題解決への貢献

「ジャフナ⼤学農学部研究研修複合施設設⽴計画
（スリランカ）」
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持続可能な社会の実現に向けて

２．アジア、アフリカにおける質の⾼いインフラ整備

急速施⼯を可能とする⼯業化⼯法「SQRIM」の海外展開

SQRIMのメリット
・地理的制約（電気・⽔道・物流網が未整備、都⼼部から離れて資材や労務の調達が困難等）を

うける地域でも、⼯場で製造したプレキャスト部材を搬⼊し、現地で組み⽴てることで施⼯を
容易とする

・コンクリート部材を⼯場で製作するため、均⼀な品質を確保
・⾼所作業⾞での施⼯による完全無⾜場⼯法により、⾜場設置が不要

持続可能な社会の実現に向けて

１．レジリエントなインフラの構築

２．アジア、アフリカにおける質の⾼いインフラ整備

✔３．再⽣可能エネルギーの普及推進

４．⼥性活躍の推進

５．i-Constructionの推進



３．再⽣可能エネルギーの普及推進
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持続可能な社会の実現に向けて

⾹川県 3 池で新たに⽔上太陽光発電事業を実施予定

【平⽊尾池（⾹川県）⽔上太陽光発電所（稼働中）】

３．再⽣可能エネルギーの普及推進
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持続可能な社会の実現に向けて

「ＰＶ Ｊａｐａｎ ２０１８」に出展

⾃社開発の⽔上太陽光発電⽤フロートシステム「PuKaTTo（プカット）」

※ＰＶ︓太陽光発電（Solar photovoltaics）の略



持続可能な社会の実現に向けて

１．レジリエントなインフラの構築

２．アジア、アフリカにおける質の⾼いインフラ整備

３．再⽣可能エネルギーの普及推進

✔４．⼥性活躍の推進

５．i-Constructionの推進

４．⼥性活躍の推進
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持続可能な社会の実現に向けて

当社の⼥性技術者が⼩池都知事と意⾒交換
「⼥性が輝くTOKYO懇話会〜建設業編〜」

【⼩池都知事と記念写真（前列左端が当社社員）】「現場監督の１日、建設業の魅力」 についてプレゼンテーション



４．⼥性活躍の推進
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持続可能な社会の実現に向けて

「けんせつ⼩町活躍現場⾒学会」

「夏のリコチャレ２０１８」を開催

※けんせつ⼩町︓
⽇建連がつけた建設業で働くすべての⼥性の愛称

※リコチャレ（理⼯チャレンジ）︓
理⼯系分野に興味がある⼥⼦中⾼⽣・⼥⼦学⽣の皆さんが、
将来の⾃分をしっかりイメージして進路選択（チャレンジ）
することを応援するため、内閣府男⼥共同参画局が中⼼と
なって⾏っている取り組み

持続可能な社会の実現に向けて

１．レジリエントなインフラの構築

２．アジア、アフリカにおける質の⾼いインフラ整備

３．再⽣可能エネルギーの普及推進

４．⼥性活躍の推進

✔５．i-Constructionの推進



５．i-Constructionの推進
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持続可能な社会の実現に向けて

ＣＩＭ（Civil Information Modeling）の導⼊
測量･設計･施⼯計画

SMC-Modeler
ドローンによる測量

作成した3Dイメージ（左）と 竣⼯した夏井⾼架橋（右）

お問い合わせ先

企画部
Tel. 03-4582-3016 Fax. 03-4582-3205

本資料に掲載しております計画、予測または⾒通しなど将来に関する事項は、本資料の発表⽇現在
における当社の戦略、⽬標、前提または仮定に基づいており、実際の業績は、様々な要素により記
載の計画、予測または⾒通しなどと異なる結果となる可能性があります。


